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Abstract

In this paper, authors reported that the SIP-NR2 team centralized remote sensing data such as satellite data and 
provided information products and shared to the NIED Crisis Response Site (NIED-CRS) and the Information 
Support Team (ISUT) in disaster response in the 2019 East Japan Typhoon (TY1919). Initially, an overview of 
the research project, damage of the typhoon, and the response of SIP-NR2 were introduced. Then, we reported in 
detail on the timing of observation and acquisition of remote sensing data and the timing of release as information 
products. Also, we reported the spatial distribution of the observation area of remote sensing data and analysis 
results such as flooded areas. In light of these disaster response considerations, the issues for centralizing the 
remote sensing data and utilizing them for disaster response were discussed. 

Key words: The 2019 East Japan Typhoon (TY1919), Information Support Team (ISUT), Remote Sensing Data, 
Information Products

1. はじめに

大規模な自然災害が発生した際は，災害が起きて

いる場所の被災状況をいち早く定量的に把握するこ

とが求められる．これを実現するためには，リモー

トセンシング技術に基づき，地球を周回する地球観

測衛星や，航空機およびドローン等により面的に観

測・撮影されたデータ（以下，リモートセンシング

データ）の活用が有効である．

発災直後の政府や自治体等の公的機関における災

害対策本部に対して，衛星データと解析結果での一

元化を行って情報プロダクツとして提供し，初動対

応に活用できるようにするための即時一元化・共有

システムの研究開発プロジェクトを，防災科学技術

研究所（防災科研）や宇宙航空研究開発機構（JAXA）

等の研究機関，大学，民間企業が参画して実施して

いる 1）, 2）．この研究プロジェクトは，内閣府総合

科学技術・イノベーション会議が司令塔となって

進めている「戦略的イノベーション創造プログラム

（SIP）」の第 2 期（2018 年度～ 2022 年度）に位置付け

られており，課題「国家レジリエンス（防災・減災）

の強化」における 2 番目のテーマとなっている 3）．

以後，この研究プロジェクト名を「SIP-NR2」と呼ぶ

こととする．

筆者らは，令和元年 8 月の前線に伴う大雨におい
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て，主に浸水被害を対象にリモートセンシングデー

タとそれに関連した情報プロダクツの共有を実践し

た 4）．さらに，令和元年台風第 15 号（房総半島台風）

においても実践した 5）．

引き続き，他の自然災害を対象に，目指している

研究開発の方向性について有効性を確認すると共

に，新たな課題等を得るため，当該災害に関するリ

モートセンシングデータと被災状況を示す解析結果

を集約を行い，一般公開可能な災害情報を発信する

Web サイトである防災科研クライシスレスポンスサ

イト（NIED-CRS）と，ISUT の内部共有用の Web-GIS
である ISUT-SITE に対して，情報プロダクツの共有

を実践した．

本稿では，令和元年台風第 19 号（東日本台風）に

おいて実施したリモートセンシングデータとそれに

関連した情報プロダクツの共有状況について報告す

る．

2. 衛星データ等即時一元化・共有システムの開発

衛星データを災害対応へ活用するためには，3 つ

の要素が必要と考えている．それは，①適切なタイ

ミングとエリアで衛星観測をオーダーできること，

②衛星データを集約して災害対応者が活用できる情

報プロダクツを作成すること，③災害対応機関に提

供され利活用されることである 6）．

①については，発災直後の情報空白の時間帯を補

完するために衛星観測を実施するにあたり，「いつ」

「どこ」を観測すべきか，という情報が無ければ，適

切な観測につながらないと考えられる．そのために，

既存の様々な観測・予測・災害情報を活用し，観測

すべき場所とタイミングを提案し，そのとき適切な

衛星に対してオーダーできるシステムの研究開発を

行っている．②については，様々な種類の衛星等に

よる観測データを一元化するとともに，即座に被災

状況を表す情報を抽出し，災害対応に資する情報と

して統合処理を行い，情報プロダクツを生成できる

システムの研究開発を行っている．

①と②により，適切なタイミングで「使える」情報

プロダクツが生成され，③については前述の SIP4D
等を活用して共有・流通することで，災害対応に衛

星データが本当の意味で活用されると考えている．

そのため，これらの要素をユーザ側からは 1 つの端

末で完結する「ワンストップシステム」の研究開発を

実施しているところである．①については府省庁が

連携して様々な衛星データを集約することができる

必要がある．②については衛星データの解析部分で

あり，最新の情報技術を活用しつつ，民間企業等に

よりリモートセンシングデータを活用したい機関に

対して，サービスとして提供できるための社会実装

の仕組みについても平行して検討を進めている．

3. 令和元年台風第 19 号における活動状況

3.1   台風第 19 号の概要 7）

台風第 19 号は 2019 年 10 月 4 日に発生し，同 12
日 19 時前に「大型で強い勢力」で伊豆半島に上陸し

た後，関東地方を通過し，13 日未明に東北地方の東

海上に抜け，20 日に温帯低気圧となった．台風本体

の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で，

静岡県や新潟県，関東甲信地方，東北地方を中心に

広い範囲で記録的な大雨となった．10 月 10 日から

の総雨量は神奈川県箱根町で 1,000 ミリに達し，東

日本を中心に 17 地点で 500 ミリを超えた．この記

録的な大雨により，12 日 15 時 30 分に静岡県，神奈

川県，東京都，埼玉県，群馬県，山梨県，長野県の

7 都県に，12 日 19 時 50 分に茨城県，栃木県，新潟県，

福島県，宮城県の 5 県に，13 日 0 時 40 分に岩手県

に特別警報が発表された．各地で河川の堤防越水や

決壊，氾濫等による洪水被害等が発生した．2020 年

2 月 12 日時点では，人的被害は死者 99 名，行方不

明者 3 名，住家被害は全壊 3,280 棟，半壊 29,638 棟

である．国管理河川の堤防決壊 12 箇所．県管理河

川の堤防決壊は 128 箇所である．

政府の対応としては，10 月 13 日に災害対策基本

法に基づく非常災害対策本部が設置された．また，

内閣府調査チームは福島県庁，長野県庁，埼玉県庁，

宮城県庁，栃木県庁，茨城県庁へ派遣され，災害時

情報集約支援チーム（ISUT）も派遣された．災害救助

法については，14 都県 390 市区町村に適用された．

そのほか，被災者生活再建支援法の適用，特定非常

災害の指定（特定非常災害の被害者の権利利益の保

全等を図るための特別措置に関する法律），激甚災

害の指定（激甚災害に対処するための特別の財政援

助等に関する法律），非常災害への指定（大規模災害

からの復興に関する法）が行われた．

この台風は 2020 年 2 月 19 日に気象庁により「令

和元年東日本台風」と名称が付与された 8）．
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3.2   SIP-NR2 の活動について

当研究プロジェクト（SIP-NR2）は，2018 年下半期

に開始され，2 章で示した「衛星データ等即時一元

化・共有システム」については開発途上である．し

かし，一部技術等を実災害に適用し，目指している

研究開発の方向性について有効性を確認するととも

に，課題等を得るために，令和元年 8 月下旬の前線

に伴う大雨 4），令和元年台風第 15 号 5）に引き続き，

本災害においても衛星データ等の一元化を行い，情

報プロダクツを生成の上で，一般公開可能な災害情

報を発信する防災科研クライシスレスポンスサイト

（NIED-CRS）と ISUT の内部共有用の Web-GIS であ

る ISUT-SITE に対して情報共有を試みた．

取り扱ったデータは，衛星により観測されたデー

タだけでなく航空機やヘリ等による撮影を含めた

「リモートセンシングデータ」として，レーダ衛星，

光学衛星，空中写真，斜め撮影写真，ヘリ・ドロー

ン動画である．情報プロダクツは，これらのリモー

トセンシングデータを活用して作成されたものを対

象とした．

SIP-NR2 の研究代表である防災科学技術研究所

は，本プロジェクトに参画している共同研究機関と

密に連絡をとりながら，データの入手および解析結

果の集約を行い，NIED-CRS および ISUT-SITE への

提供を実施した．主な活動期間は 10 月 12 日から 10
月末だった．

3.3   国際災害チャータの発動

台風第 19 号の接近にあたって，上陸前日の 10 月

11 日に国際災害チャータが発動された．国際災害

チャータは「大規模な災害発生時に参加宇宙機関の

地球観測衛星でボランタリに観測し，その観測デー

タを無償提供することで，災害から生じる危機の軽

減等に貢献すること」9）としており，主に公的災害

対応機関の衛星データ利用を支援することが目的で

ある．体制は，災害チャータ参加宇宙機関と，災害

チャータに参加する宇宙機関が属する国の防災当局

となる「認定ユーザ」で構成される．大規模災害発生

時，認定ユーザの緊急観測の発動要請に基づき，参

加宇宙機関の運用する地球観測衛星によって取得さ

れたデータ（解析データを含む）が無償提供される．

日本の認定ユーザは内閣府および内閣官房が登録さ

れている．認定ユーザからチャータが発動される

と，受付担当者に連絡が行き，発動が採択されると

緊急オンコール担当官が災害を考慮して適切な衛星

を用いた観測計画を立案し関係する宇宙機関の承認

を得る．並行してプロジェクトマネージャ（Project 
Manager）が決められ，観測調整やその観測データの

解析調整等はPMが取り仕切ることになる．観測デー

タは PM の監督下で Value Added Providers により解

析される．

今回，PM は SIP-NR2 チームに参画している山口

大学の長井正彦氏が担当し，Value Added Provider の
1 名として防災科研の研究員を登録した．国際災害

チャータの VAP に登録された者がアクセス可能な

ウェブサイトがあり，ウェブサイトに登録されてい

るサムネイル画像から，発災直後で適切なエリアを

観測していて，光学衛星の場合は雲が少ないデータ

を目視で選定の上で，データをダウンロードした．

3.4   統合解析処理に基づく情報プロダクツの作成お

よび共有例

ヨーロッパ宇宙機関のレーダ衛星 Sentinel-1 は，

各地で洪水が発生している状況下の 10 月 13 日午前

5 時 41 分に，関東から東北にかけて広範囲の観測を

実施した．さらにその 5 日前の 10 月 6 日に同一エ

リアを観測していた．そこでこれら観測データを入

手して確認したところ，2 時期の変化として浸水状

況を明瞭に表現できていることが判明した．そこで，

共同研究機関である国際航業と連携して，浸水エリ

アの抽出を実施した．

さらに，この推定した浸水エリアのデータに付加

価値をつけることとした．具体的には，NTT 空間

情報の地図データ（商品名 Geospace）に含まれる家屋

形状を含む建物データを活用し，浸水エリアに含ま

れる建物の抽出を行った．そして抽出した建物を市

町村の領域ポリゴンを用いて，市町村単位で建物数

を集計し，自治体ごとの浸水建物数や自治体内の全

建物数のうち浸水した建物の割合を計算し，その結

果を Web-GIS およびダウンロード可能な表形式で

NIED-CRS に公開すると共に，ISUT-SITE へ共有し

た．作成したデータは，様々な浸水データと比べて

広範囲をカバーしていることから，国や自治体の一

部で活用された（図 1） 10）．
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4. リモートセンシングデータおよび情報プロダクツ

の一元化および共有状況の整理

4.1   整理手法の考え方

リモートセンシング技術による観測の利点は，1
章で述べたように，被災状況の面的な把握における

有効性と，特に人工衛星の場合は周期性による観測

の迅速性である．これらの利点に基づくと，災害発

生後の適切なタイミングで観測が行われているか，

加えて観測すべきエリアが適切にカバーされている

かが重要となる．したがって，時間および空間によ

るリモートセンシングデータの一元化および共有状

況を整理する必要性があるといえる．そこで，今回

の台風 19 号の活動において SIP-NR2 チームが取り

扱ったリモートセンシングデータとそれに関連する

情報プロダクツを対象に，時系列および空間的な整

理を行うこととした．

時系列整理については，観測タイミングが最も重

要であるが，観測データの処理や転送の時間，情報

プロダクツとして可視化し共有化するために時間を

要することが想定される．そこで観測や公開のタイ

ミングも含めて，時系列で整理を行うこととした．

なお，時系列整理にあたっては，データの観測およ

び撮影タイミングについてはデータが有するメタ

データ等から把握可能であるが，情報プロダクツの

公開タイミングについては，災害時の情報共有用に

利用しているチャットツールや電子メールの情報に

基づき，対応ログを時系列で整理を随時実施してい

たことから，補助的に利用した．

空間的整理については，各観測のデータが画素と

地理座標とで結びついている，いわゆるラスタ型

データの場合は観測エリアをポリゴン（面）データを

生成し，GIS データを作成した．一方，観測データ

のうち，例えば斜め撮影写真や空撮動画のように，

データの各画素に位置情報は持たず，撮影位置のみ

が特定されたデータについては，撮影位置の地理座

標から点データの GIS データを作成した．これらの

データを種類別に整理した．

リモートセンシングデータと情報プロダクツの種

類を表 1 に整理した．No.1 から No.6 まではリモー

トセンシングデータの種類を示しており，記号とし

て便宜的に A から F の Prefix を付与し，Suffix とし

て連番を付与した．No.7 はリモートセンシングデー

タを使って作成された情報プロダクツであり，同様

のルールで ID を付与した．その結果，48 のリモー

トセンシングデータを一元的に処理・表示した．そ

してリモートセンシングデータに関連する情報プ

ロダクツとして 61 のデータを ISUT-SITE または

NIED-CRS へ共有した．

4.2   リモートセンシングデータの観測・公開タイミング

時系列整理として観測タイミングを整理した．

レーダ衛星の観測タイミングの時系列チャートを

図 2 に示した．この時系列チャートには，主要河川

の堤防越水や決壊，氾濫のタイミングを合わせて示

しており，以後の時系列チャートにも同様に示して

ある．なお，TerraSAR-X と RADARSAT-2 は国際災

害チャータから入手したデータである．

光学衛星の観測および国土地理院空中写真の撮影

タイミングの時系列チャートを図 3 に示した．な

お，空中写真は撮影時間が明確に示されていないた

め，光学衛星と同一のタイミングとなるよう時系列

チャートにマーキングしている．情報収集衛星は，

内閣情報調査室のウェブサイトにおいて Geotiff 形
式によるラスタデータが公開されたため，ダウロー

ドして使用した 11）．CBERS-4 と KANOPUS-V は国

際災害チャータから入手した．

斜め撮影写真，ヘリ・UAV・ドローン空撮動画の

撮影タイミングを図 4 に示した．ヘリ・UAV・ドロー

ン空撮動画についても撮影時間が明確に示されてい

ないことから，光学衛星と同一のタイミングとなる

よう時系列チャートにマーキングしている．

近年，国土地理院では洪水が発生した際に，事前

に整備されている標高データや，災害後に撮影され

た空中写真等を組み合わせ，浸水状況を推定する図

として「浸水推定段彩図」を作成し公開することが多

い．台風 19 号についても国土地理院ウェブサイト

および地理院地図で公開された 12）．その公開タイ

ミングを図 5 のように時系列で整理を行った．なお，

公開時刻は国土地理院の公式 Twitter アカウント 13）

による新規データの公開について投稿した時刻を使

用した．

4.3   リモートセンシングデータの観測範囲

空間的な整理として，リモートセンシングデータ

の観測範囲を整理した．レーダ衛星による観測範囲

を図 6 に示した．図には観測時間を併せて記載した．

光学衛星による観測範囲を図 7 に示し，国土地理院

による空中写真の撮影範囲を図 8 に示した．図 9 に
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は，図 6 から図 8 までの観測範囲および撮影範囲を

すべて統合した地図を示した．また，斜め撮影写真

の撮影地点を図 10 のように表示し，さらにヘリ・

UAV・ドローン空撮動画等の撮影地点を図 11 のよ

うにプロットした．

4.4   浸水エリア抽出結果の空間分布

浸水エリアの抽出を行ったデータを集約・表示し

た．これは，今回入手した衛星データから解析を行

い抽出したケース，衛星データから解析（抽出）した

結果を入手したケース，リモートセンシングデータ

とは異なり現地で ISUT が県庁等で災害対応者から

入手した情報から GIS データを作成したケース，既

に紹介した国土地理院の浸水推定段彩図など，複数

種類が存在する．それらの入手状況を 1 つの地図に

統合して空間分布を表現した結果を図 12 に示した．

レーダ衛星 Sentinel-1 および ASNARO-2 と光学衛

星 Pleiades については，解析した範囲が明確であり，

枠（面）として表現できた．そのほかのデータは特定

の河川の浸水エリアを示した情報となるため，楕円

の破線によってエリアを表現した．

4.5   情報プロダクツの公開タイミング

時系列および空間的に整理したリモートセンシン

グデータと解析結果について，ISUT-SITE や NIED-
CRS に情報プロダクツとして公開するタイミングを

整理した．表 2 には今回の災害対応で公開した情報

プロダクツの一覧を示した．このリストは時系列で

並べてある．なお，ISUT-SITE の掲載したコンテン

ツのうち，許諾等の事情により一般公開が不可と判

断したコンテンツを除いたものが NIED-CRS に掲載

されることとなる．

3.4 章で紹介した浸水エリアおよび浸水した建物

数を推定したプロダクツについては，最初に浸水エ

リアを抽出しており ID は G43 である．その後，こ

の G43 を使って浸水建物数を推定したプロダクツは

G52 となって公開されたことがわかる．

さらに，表 3 に情報プロダクツの公開時刻を時系

列チャートで可視化した結果として，ISUT-SITE に

ついては図 13，NIED-CRS については図 14 にそれ

ぞれ示した．

5. 考察

5.1   発災直後の広域被災状況把握の観点から

図 2 のレーダ衛星の観測タイミングからは，大規

模河川の決壊や氾濫が発生した 10 月 13 日午前の観

測（A06, A07）が，浸水状況把握に最適なタイミング

だったことがわかる．光学衛星は台風通過後の晴天

を狙って，多くの衛星が観測したことがわかる．

空間分布については，台風 19 号は甲信地方から

関東～東北地方にかけての広域に浸水被害が発生し

た災害となったことから，図 6 によるとレーダ衛

星 Sentinel-1（A06）は関東～東北地方をカバーした

観測が行われており，タイミングとカバー範囲と

しては最も有効な観測だったことがわかった．一

方で，Sentinel-1（A06）は千曲川が範囲外であり，13
日昼に観測された ALOS-2（A07）は千曲川をカバー

している．したがって，発災直後の浸水による被

災状況把握を目的としたレーダ衛星観測について

は，Sentinel-1（A06）と長野県の千曲川を観測した

ALOS-2（A07）の組み合わせが，時間および空間の

両方の観点から最も適していたことが明らかとなっ

た．

2 章で示した「①適切なタイミング・エリアで衛星

観測をオーダーできること」という観点からは，今

回の活動において集約・表示したデータを時系列お

よび空間的に整理し，事後的な分析結果として上記

の最適なレーダ衛星による観測を明らかにすること

ができたが，これを災害前から予測情報に基づき，

最適な衛星に対してタスキングできるようにシステ

ム化する必要がある．つまり，今回のような大規模

広域な水害においては，①の要件を実現できる仕組

みが必須といえる．

さらに，大雨に起因する災害としては，水害と同

時に土砂災害が同時に発生する．レーダ衛星による

観測は，観測角度によって水害の把握に適した角度，

土砂災害の把握に適した角度がある．また，土砂災

害の方が空間解像度は高い方が把握できる可能性が

高い．初動対応として把握の優先度のニーズを考慮

しつつ，水害と土砂災害の把握に適した観測計画が

立案でき，オーダーが実施できることが望ましいと

考えられる．その場合，検討する要素・変数が多岐

にわたることから，事前の予測情報に基づき適した

観測オーダーの立案が自動的に行われ，観測オー

ダーを出せる権限がある者に提案できる機能が「衛

星データ等即時一元化・共有システム」に備わって

いる必要があるといえる．

衛星に対して観測をオーダーできるためには，
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オーダーする位置づけや枠組みを同時に考慮する必

要がある．JAXA の ALOS-2 は，協定を締結してい

る公的機関は緊急観測を要請することが可能であ

る．一方，国際災害チャータは商用および政府系衛

星の両方をカバーしているものの，ベストエフォー

トの仕組みであり，観測を保証するものではない．

契約に基づき対価を支払い，緊急観測を実施する方

が確実な場合もある．このような観点を「衛星デー

タ等即時一元化・共有システム」に組み込むことで，

より実務に即した「①適切なタイミング・エリアで

衛星観測をオーダーできること」が実現可能になる．

光学衛星および空中写真については，一般的な写

真と同様であり，誰もが直感的に被災状況を理解で

きる情報である．レーダ衛星による観測が災害発生

した直後に先行して行われ，被災状況が広域かつ面

的に解析できれば，その情報に基づき光学衛星や空

中写真で観測すべきエリアを明確化することがで

き，その後の光学衛星による観測のオーダーや，様々

な災害対応機関等が実施する空中写真撮影や斜め撮

影写真など，詳細に把握すべきエリアの選定に役に

立つと考えられる．また，図 7 に示した CBERS-4 
MUX（B05）のように，高解像度ではないが広域な観

測が行える光学衛星についても，発災直後の浸水エ

リアの把握には有効である可能性が高いことから，

観測範囲が狭いが詳細な光学衛星との効果的な組み

合わせ方法を検討し，「衛星データ等即時一元化・

共有システム」において計画立案の提案が行えるよ

うにすることも重要だと考えられる．

5.2   情報プロダクツ作成の観点から

今回の災害においては，3.4 章に示したようにレー

ダ衛星 Sentinel-1（A06）を用いて浸水エリア内の建物

数を抽出し，市町村別に集計を行った情報プロダク

ツを作成した．一般的に自治体の被災状況は，「被

害とりまとめ報」において確定値として集計され公

表される．時間が経過するにつれて数字が積み上が

り，全容が判明する頃は初動対応のフェーズではな

くなっている．3.4 章で示した情報プロダクツは，

初動対応に作成されて共有することができれば，確

定値ではないものの，被害の全容を「被害とりまと

め報」の数値が積み上がる前の推定値として示すこ

とができる点で災害対応者に有効な情報プロダクツ

だと考えられる．ただし，表 2 の G43 に示したよう

に浸水エリアの抽出に 5 日を要しており，浸水した

建物数を公表したのは G52 に示したように発災から

9日近く要している．これは衛星データの一元化ルー

トが今回の災害対応において確立していないこと，

衛星データのファイルサイズは大きくデータの移動

時間に時間を要したこと，手動で処理を実施したこ

と，各種衛星データの処理が平行したことが要因だ

と考えられる．これらの課題を解決するためには，

衛星データを一元化するシステム上において，解析

が実施できるシステムであることが重要であり，そ

れによってはじめて「②衛星データが集約されて災

害対応者が活用できる情報プロダクツを作成するこ

と」が実現できると考えられ，「衛星データ等即時一

元化・共有システム」が備えるべき機能だといえる．

情報プロダクツの種類については，今後さらに多

様化していくべきである．今回の対応では浸水エリ

アを抽出したが，地形データを用いることで，浸水

エリアの縁の標高データを浸水深 0 m とみなすこと

で，浸水深を推定できる可能性がある．それによっ

て，床上および床下浸水の建物棟数が推定でき，さ

らにそれに起因する災害廃棄物の量を推定できる可

能性がある．このように，情報プロダクツの作成

手法を確立し，標準手順（SOP）として安定的に情報

プロダクツを作成できるようにすることが必要であ

り，今後の課題といえる．

5.3   時系列および空間的整理方法の観点から

これまで NIED-CRS および ISUT の活動において，

様々な地理空間情報を扱ってきた 4）, 5）, 14）～ 19）．し

かし，今回の台風 19 号のように，衛星から航空機

まで様々なリモートセンシングデータを集約・表示

を行い，情報プロダクツとして共有した災害対応事

例は筆者らの知るところ見当たらない．さらに，集

約・表示したデータを，時系列および空間的に整理

を行い，分析や考察が可能な形で可視化した例は筆

者らの知るところ存在しないと考えられる．今後，

「衛星データ等即時一元化・共有システム」が開発さ

れ運用される際は，今回のようにデータが一元化さ

れ共有化されることとなるため，オーダー方法の検

証や自動的にオーダー方法を提案するアルゴリズム

の開発のためにも，本稿で実施した観点に基づく整

理が自動的に実施できるようなアーカイブ機能を持

つことは重要である．

また，このようなアーカイブ機能は，災害対応中

から稼働していることが望ましい．例えば，今回の
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災害対応において浸水エリアを解析したデータのす

べてを集約して図 12 のように整理したが，レーダ

衛星により網羅的に浸水エリアを把握した後に，国

土地理院による推定浸水段彩図や自治体が目視で推

定した詳細な浸水エリアを示すデータが登場した

が，氾濫発生河川であっても詳細な浸水エリアが無

い場所を可視化することが可能となる．さらに，災

害対応の状況に応じて詳細な光学衛星または空中写

真が必要となるケースにおいては，観測エリアが一

元化されていれば，観測または撮影データの有無を

検索が容易となるだけでなく，「衛星データ等即時

一元化・共有システム」が有するオーダーを行う機

能を活用することで，追加の観測オーダーを容易に

行うことも可能になると考えられる．

6. おわりに

本稿では，令和元年台風第 19 号（東日本台風）に

おいて，SIP-NR2 チームが実施した衛星データ等の

リモートセンシングデータを集約し，防災科研クラ

イシスレスポンスサイト（NIED-CRS）および災害時

情報集約支チーム（ISUT）に対する情報プロダクツ

としての共有状況について整理した．具体的には，

はじめに SIP-NR2 の概要を紹介し，台風第 19 号の

対応の概要を報告した．そして，リモートセンシン

グデータとそれに関連する情報プロダクツの時系列

および空間的な整理を実施した．それらに基づき，

「衛星データ等即時一元化・共有システム」の構築に

向けた考察を行った．

今回の災害対応等に基づき，リモートセンシング

データを使った被災状況についての状況認識の統一

に向けて，地理空間情報として共有と利活用が行え

る「衛星データ等即時一元化・共有システム」の確立

に向けて，課題の発見と改善を継続していきたい．
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究所 主要災害調査，53，133-146．
17） 吉森和城・花島誠人・田口仁・李泰榮・取出新

吾・半田信之・佐野浩彬・佐藤良太・池田真幸・

鈴木比奈子・臼田裕一郎（2019）：平成 30 年 7 月

豪雨 広島県庁における情報支援活動．防災科学

技術研究所 主要災害調査，53，97-110．
18） 佐野浩彬・吉森和城・佐藤良太・奈倉 登・鈴木

比奈子・清原光浩・半田信之・磯野 猛・池田真

幸・平 春・花島誠人・田口 仁・取出新吾・臼

田裕一郎（2019）：平成 30 年北海道胆振東部地震

における防災科研クライシスレスポンスサイト

の構築と運用．防災科学技術研究所 主要災害調

査，55，47-58．
19） 佐藤良太・佐野浩彬・吉森和城・清原光浩・平 春・

日高達也・水井良暢・崔 青林・取出新吾・李 泰榮・

伊勢 正・花島誠人・田口 仁・臼田裕一郎（2020）：
平成 30 年北海道胆振東部地震における情報支援

活動，防災科学技術研究所 主要災害調査，55，
17-46．

（2020 年 8 月 17 日原稿受付， 
2020 年 9 月 23 日改稿受付， 
2020 年 9 月 23 日原稿受理）

要　旨

令和元年台風第 19 号（東日本台風）において，SIP-NR2 チームにより衛星画像等のリモートセンシン

グデータの一元化を行い，情報プロダクツを防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED-CRS）および

災害時情報集約支チーム（ISUT）に提供した状況を整理した．はじめに，研究プロジェクトの概要を紹

介し，台風第 19 号の SIP-NR2 の対応の概要について報告した．そして，リモートセンシングデータと

それに関連する情報プロダクツを時系列および空間的な整理を実施した．それらに基づき「衛星データ

等即時一元化・共有システム」の構築に向けた考察を行い，今後の課題を指摘した．

キーワード： 東日本台風（令和元年台風第 19 号），災害時情報集約支援チーム（ISUT），リモートセンシ

ング，情報プロダクツ
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図 1 令和元年台風 19 号における衛星 Sentinel-1（10/6 5:42 観測）の SAR 画像を用いた情報プロダクツ作成例

Fig. 1 Example of information products using Sentinel-1 SAR data in the 2019 East Japan Typhoon.

表 1 令和元年台風 19 号で取り扱うデータ種別一覧

Table 1 Type of handled data and information products in the 2019 East Japan Typhoon.

No. データ種別 ID

1 レーダ衛星 A01 ～ A14

2 光学衛星 B01 ～ B09

3 国土地理院 空中写真 C01 ～ C08

4 斜め撮影写真 D01 ～ D04

5 ヘリ，UAV，ドローン動画 E01 ～ E05

6 国土地理院 浸水推定段彩図 F01 ～ F08

7 リモートセンシングデータ等に基づく情報プロダクツ G01 ～ G61
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図 2 レーダ衛星による観測タイミング

Fig. 2 Observation timing of radar satellite (SAR) in the 2019 East Japan Typhoon.

図 3 光学衛星の観測タイミングおよび国土地理院空中写真の撮影タイミング

Fig. 3 Observation timing of optical satellite and aerial photograph by GSI Japan in the 2019 East Japan Typhoon.
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図 4 斜め撮影写真，UAV・ヘリ・ドローン動画の観測タイミング

Fig. 4 Observation timing of oblique photo, helicopter, drone movie in the 2019 East Japan Typhoon.

図 5 国土地理院 浸水推定段彩図の公開タイミング

Fig. 5 Release timing of provisional inundation depth map by GSI Japan in the 2019 East Japan Typhoon.
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図 6 レーダ衛星の観測範囲

Fig. 6 Observation area of radar satellite data the 2019 East Japan Typhoon.

図 7 光学衛星の観測範囲

Fig. 7 Observation area of optical satellite data in the 2019 East Japan Typhoon.
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図 8 国土地理院空中写真の撮影範囲と公開タイミング

Fig. 8 Observation area and release timing of ortho-photographs by GSI Japan in the 2019 East Japan Typhoon.

図 9 レーダ衛星，光学衛星，空中写真の観測範囲

Fig. 9 Observation area of radar satellite data, optical satellite data and ortho photograph by GSI Japan 
in the 2019 East Japan Typhoon.
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図 10 斜め撮影写真の撮影地点

Fig. 10 Observation point of oblique aerial photograph in the 2019 East Japan Typhoon.

図 11 ヘリ・UAV 動画の撮影地点

Fig. 11 Observation point of helicopter and UAV movie in the 2019 East Japan Typhoon.
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図 12 浸水エリア抽出を行ったデータの空間分布

Fig. 12 Spatial distribution of detected inundated data in the 2019 East Japan Typhoon.
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表 2 ISUT-SITE および NIED-CRS に公開した情報プロダクツ一覧

Table 2 List of information products shared to ISUT-SITE and NIED CRS in the 2019 East Japan Typhoon.

ID 種別 情報プロダクツ名称
使用

ID
ISUT-SITE
公開時刻

NIED-CRS
公開時刻

G01 SAR 観測 衛星 ALOS-2 被災前後カラー合成レーダ画像 [ 埼玉，茨城，栃木 ]　
10/12 22:29 観測

A04 10/13 1:41 10/13 1:41

G02 SAR 観測 衛星 ALOS-2 被災前後カラー合成レーダ画像 [ 三重 ] 10/13 0:05 観測 A05 10/13 2:51 10/13 2:51
G03 SAR 観測 衛星 TerraSAR-X レーダ画像 [ 茨城 ] （DLR, 2019/10/12 5:54 観測） A01 10/13 13:18 –
G04 SAR 観測 衛星TerraSAR-X レーダ画像 [東京・神奈川 ] （DLR, 2019/10/12 17:54観測） A02 10/13 13:18 –
G05 SAR 観測 衛星 ALOS2 レーダ画像 [ 長野 ]　10/13 11:56 観測 A07 10/14 11:23 10/14 11:23
G06 SAR 観測 衛星 ALOS-2 被災前後レーダ画像 カラー合成 [ 長野，静岡 ] 10/13 22:49

観測

A09 10/14 PM 10/14 PM

G07 斜め写真 長野市千曲川 （10/13，パスコ・国際航業） D03 10/14 18:51 –
G08 斜め写真 栃木県佐野市秋山川 （10/13，パスコ・国際航業） D03 10/14 18:51 –
G09 斜め写真 埼玉県川越市，東松山市 （10/13，パスコ・国際航業） D03 10/14 18:51 –
G10 ヘリ動画 栃木県佐野市，栃木市，藤岡市ヘリ動画 （10/13，栃木県） E03 10/14 21:33 –
G11 浸水推定 長野 浸水域推定結果 （レーダ衛星 ALOS-2，JAXA） （10/13 11:56 観測） A07 10/14 23:23 10/14 23:23
G12 浸水推定 三重 浸水域推定結果 （レーダ衛星 ALOS-2，JAXA） （10/13 0:05 観測） A05 10/14 23:23 10/14 23:23
G13 浸水推定 茨城北部 浸水域推定結果 （レーダ衛星 ALOS-2，JAXA）（10/14 12:17 観測） A11 10/14 23:23 10/14 23:23
G14 SAR 観測 衛星 Sentinel-1B 被災前後レーダ画像カラー合成 10/13 5:41 観測 A06 10/15 0:43 10/15 0:43
G15 光学観測 衛星 KANOPUS-V 光学画像 [ 関東 ] （ROSCOSMOS，2019/10/13） B04 10/15 0:43 –
G16 光学観測 小型衛星 Dove 光学画像 [ 角田市，丸森町 ] （Planet，2019/10/13） B02 10/15 10:05 –
G17 SAR 観測 衛星 ALOS-2 被災前後レーダ画像 カラー合成 [ 北茨城市，いわき市 ] 　

10/14 12:17 観測

A11 10/15 AM 10/15 AM

G18 UAV 動画 長野市千曲川（長野県長野市大字穂保付近） （10/13，国土地理院） E01 10/15 19:07 10/15 19:07
G19 斜め写真 阿武隈川地区（福島県郡山市，須賀川市，本宮市，鏡石町）（10/13，国土

地理院）

D01 10/15 19:07 10/15 19:07

G20 斜め写真 阿武隈川地区（丸森町）（10/13，国土地理院） D01 10/15 19:07 10/15 19:07
G21 斜め写真 阿武隈川地区（伊達市）（10/13，国土地理院） D01 10/15 19:07 10/15 19:07
G22 斜め写真 吉田川地区 斜め写真（10/13，国土地理院） D01 10/15 19:07 10/15 19:07
G23 光学観測 衛星 SPOT-7 光学画像 [ 佐野市・秋山川 ] （Airbus DS /Spot Image, 

2019/10/13）
B01 10/15 20:56 –

G24 光学観測 衛星 SPOT-7 光学画像 [ 丸森町・角田市 ] （Airbus DS /Spot Image，
2019/10/13）

B01 10/15 20:56 –

G25 光学観測 衛星 SPOT-7 光学画像 [ 相馬市 ] （Airbus DS /Spot Image，2019/10/13） B01 10/15 20:56 –
G26 光学観測 衛星 SPOT-7 光学画像 [ 入間川流域 ] （Airbus DS /Spot Image，2019/10/13） B01 10/15 20:56 –
G27 光学観測 [ 関東～東北太平洋側 ] CBERS-4 MUX （10/13，INPE） B05 10/15 PM –
G28 光学観測 [ 関東・東北地方 ] CBERS-4 AWFI （10/13，INPE） B06 10/15 PM –
G29 氾濫推定 氾濫域自動抽出結果 [ 水戸市 ] （衛星 Pleiades，パスコ解析，2019/10/13

撮影）

– 10/15 PM –

G30 氾濫推定 氾濫域自動抽出結果 [ 石巻市 1] （衛星 Pleiades，パスコ解析，2019/10/13
撮影）

– 10/15 PM –

G31 浸水推定 長野県 千曲川 目視判読 ※国交省ヘリから撮影した画像より – 10/16 AM –
G32 浸水推定 北関東 レーダ画像 被災前後カラー合成 （Sentinel-1, 17:44，Copernicus，

山口大学長井教授協力）

A06 10/16 AM 10/16 AM

G33 SAR 観測 衛星 ALOS-2 被災前後レーダ画像 カラー合成 [ 長野県飯田市 ] 10/15 
12:37 観測

A13 10/16 9:37 10/16 9:37

G34 浸水推定 茨城県 那珂川 目視判読 （那珂川，久慈川，里川） 茨城県，GIS 学会協力 
※国交省ヘリより

– 10/16 11:47 10/16 11:47
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ID 種別 情報プロダクツ名称
使用

ID
ISUT-SITE
公開時刻

NIED-CRS
公開時刻

G35 浸水推定 福島県 夏井川・鮫川判読 （19/10/13） – 10/16 PM –
G36 氾濫情報 氾濫発生河川・河川被害 （気象庁，国交省，DiMAPS） – 10/16 PM 10/16 PM
G37 斜め写真 茨城県常陸大宮市 斜め写真 （10/16，パスコ・国際航業） D04 10/16 18:51 –
G38 斜め写真 茨城県那珂川 斜め写真 （10/16，パスコ・国際航業） D04 10/16 18:51 –
G39 浸水推定 衛星 Sentinel-1 レーダ画像による浸水範囲推定 [ 東松山市 ] [ 丸森町 ] （国

際航業解析，Copernicus Sentinel data, 2019/10/13 5:42）
A06 10/16 PM

10/18 2:54
–

G40 SAR 観測 衛星 ASNARO-2 [ 吉田川 ] （10/15，NEC） A14 10/18 2:54 –
G41 光学観測 小型衛星 Dove 光学画像 [ 阿武隈川 ] （Planet, 2019/10/13） @[ 本宮市，郡

山市 ]
B03 10/18 2:54 –

G42 斜め写真 丸森町 1，丸森町 2 斜め写真 （10/15，林野庁） D02 10/18 2:54 –
G43 浸水推定 関東～東北広域 自動抽出 （衛星 Sentinel-1，国際航業） 2019/10/13 5:42 観

測

A06 10/18 2:54 –

G44 UAV 動画 空撮動画（長野県長野市大字赤沼付近） （10/13, 国土地理院） E01 10/18 15:58 10/18 15:58
G45 光学観測 [ 宮城県，福島県，茨城県，栃木県，長野県 ] 情報収集衛星等による加工

処理画像 （10/16, 17 内閣情報調査室）

B07
B08

10/18 16:13 10/18 16:13

G46 ドローン [ 東京都，神奈川県 ] 相模原市，町田市，世田谷区 ドローンによる正射

画像（10/14, 16, 20 CrisisMappers JAPAN / DRONEBIRD） 
E04 10/18 22:30 10/18 22:30

G47 ドローン ドローン動画：栃木市永野川撮影：10 月 17 日，撮影者：自衛隊 E05 10/18 22:30 –
G48 浸水推定 浸水エリア （浸水推定段彩図） （吉田川，阿武隈川，久慈川，那珂川，都

幾川，千曲川）

F08 10/19 11:36 10/19 11:36

G49 ヘリ動画 [ 関東 ] ヘリ動画 （10/13 ～ 10/27，関東地方整備局） E02 10/20 AM –
G50 浸水推定 長野県 佐久市浸水域 （10/16） – 10/21 9:42 –
G51 浸水推定 [ 宮城 ] 吉田川（大郷町）推定浸水エリア （衛星 ASNARO-2，防災科研） A14 10/21 9:42 –
G52 浸水エリア /

浸水建物数

衛星Sentinel-1による推定浸水エリアおよび浸水建物数集計結果【試行版】

- レーダ衛星の推定浸水エリアに基づく浸水建物集計結果 [ 浸水建物数 ] 
（防災科研）

- レーダ衛星の推定浸水エリアに基づく浸水建物集計結果 [ 浸水建物数 /
全建物数 ] （防災科研）

A06
G43

10/22 13:34 10/22 13:34

G53 空中写真 千曲川地区（長野県長野市，須坂市，中野市，千曲市，小布施町，山ノ内町）

（10/13，16，国土地理院）

C03 10/23 13:32 10/23 13:32

G54 空中写真 丸森地区（宮城県白石市，角田市，丸森町，福島県相馬市，伊達市）（10/20
国土地理院）

C07 10/23 13:32 10/23 13:32

G55 空中写真 丸森地区（丸森町，福島県伊達市）（10/21 国土地理院） C08 10/23 13:32 10/23 13:32
G56 空中写真 多摩川地区（東京都大田区，世田谷区，八王子市，立川市，府中市，昭島市，

調布市，日野市，国立市，福生市，狛江市，多摩市，稲城市，あきる野市，

神奈川県川崎市）（国土地理院，10/13）

C01 10/24 10:08 10/24 10:08

G57 空中写真 都幾川地区（埼玉県川越市，東松山市，坂戸市，嵐山町，川島町） （国土

地理院，10/13） 
C02 10/24 10:08 10/24 10:08

G58 空中写真 久慈川地区（茨城県日立市，常陸太田市，常陸大宮市，那珂市，東海村）（国

土地理院，10/17） 
C04 10/24 10:08 10/24 10:08

G59 空中写真 久慈川（大子）地区（茨城県大子町）（国土地理院，10/17） C05 10/24 10:08 10/24 10:08
G60 空中写真 那珂川地区（茨城県水戸市，ひたちなか市，常陸大宮市，那珂市，城里町）

（国土地理院，10/17） 
C06 10/24 10:08 10/24 10:08

G61 光学観測 [ 宮城県，福島県，茨城県，栃木県，長野県 ] 情報収集衛星等による加工

処理画像（10/23 内閣情報調査室）

B09 10/25 12:36 10/25 12:36
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図 13 ISUT-SITE へ共有した情報プロダクツの掲載タイミング

Fig. 13 Release timing of information products shared to ISUT-SITE in the 2019 East Japan Typhoon.

図 14 NIED-CRS へ共有した情報プロダクツの掲載タイミング

Fig. 14 Release timing of information products shared to NIED-CRS in the 2019 East Japan Typhoon.


